
ア
メ
リ
カ
は
日
本
が
太
平
洋

戦
争
で
壊
滅
的
な
敗
北
を
期
し

て
か
ら
、
わ
ず
か
三
十
年
余
り

で
ア
メ
リ
カ
に
追
い
つ
く
は
ず

が
無
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

な
ぜ
こ
ん
な
こ
と
に
な
っ
た

の
か
、
ア
メ
リ
カ
は
徹
底
的
に

「
日
本
主
義
」
を
調
べ
上
げ
ま

し
た
。
結
果
日
本
の
構
造
自
体

を
完
全
に
破
壊
し
な
い
限
り
、

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
戦
後
日
本
を

破
壊
し
た
以
上
の
、
日
本
人
の

精
神
構
造
を
破
壊
し
尽
く
さ
な

い
限
り
枕
を
高
く
し
て
寝
れ
な

い
と
真
剣
に
悟
っ
た
の
で
す
。

日
本
市
場
は
ま
と
も
で
な
い
。

慣
行
を
不
公
正
な
競
争
と
断
定

し
修
正
を
強
要
、
事
前
協
議
を

「
談
合
」
と
非
難
を
重
ね
る
。

集
団
主
義
体
質
と
官
僚
の
政

治
支
配
を
分
析
。
資
本
で
マ
ス

コ
ミ
を
間
接
支
配
し
、
日
本
の

伝
統
や
慣
習
の
破
壊
の
た
め
自

民
を
中
心
と
し
た
「
保
守
」
を

取
り
込
ん
だ
。
日
本
の
「
保
守
」

は
構
造
改
革
を
先
頭
に
立
っ
て

支
持
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
再
度

の
占
領
政
策
を
積
極
的
に
支
持

し
た
日
本
の
「
保
守
」
は
松
下

政
経
塾
出
身
の
前
原
氏
を
含
め
、

米
従
属
の
財
務
省
は
墜
ち
た
反

動
分
子
で
す
。

そ
し
て
、
地
方
の
駅
前
に
見

事
な
シ
ャ
ッ
タ
ー
街
を
創
出
し
、

若
者
の
職
場
を
奪
い
ま
し
た
。

こ
れ
が
今
日
の
現
状
で
す
。

人
間
は
完
璧
な
存
在
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
合
理
的
に
理
性
的

に
物
事
を
割
り
切
れ
る
も
の
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。
人
間
の
合
理

性
や
力
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。

現
実
の
世
界
は
、
人
知
を
超
え

た
と
こ
ろ
も
多
い
の
で
す
。

し
た
が
い
歴
史
の
中
で
培
っ

て
き
た
文
化
に
民
族
に
埋
め
込

ま
れ
た
知
恵
が
、
歴
史
あ
る
日

本
国
家
に
内
在
し
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、
日
本
で
は
天
皇

制
で
す
。
国
難
や
災
害
時
ほ
ど

国
民
の
秩
序
や
精
神
の
支
柱
が

維
持
さ
れ
た
の
で
す
。

３
・
11
地
震
・
原
発
災
害
の
国

難
に
対
し
、
二
年
目
に
入
っ
て

も
先
が
見
え
ま
せ
ん
が
、
災
害

国
家
の
精
神
的
支
柱
な
の
で
す
。

日
本
が
元
気
に
な
る
こ
と
が

世
界
の
為
に
な
り
ま
す
。

万
世
一
系
、
秩
序
の
大
改
革

を
し
ょ
う
と
す
れ
ば
、
社
会
が

大
混
乱
に
陥
る
と
思
う
こ
の
頃

で
す
。

明
日
三
日
は
税
務
署
の
定
期

人
事
異
動
の
内
示
日
、
発
令
日

は
例
年
七
月
十
日
で
す
。

特
徴
的
な
の
は
北
朝
鮮
並
み
？
、

職
場
に
世
襲
職
員
が
多
い
の
が

特
徴
で
す
。
以
前
は
身
上
申
告

書
の
記
載
に
親
戚
職
員
の
記
入

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ

れ
ほ
ど
多
い
の
で
し
ょ
う
。
石

を
投
げ
れ
ば
・
・
で
す
。

こ
の
傾
向
は
地
方
都
市
の
特

徴
で
他
官
庁
で
も
何
処
も
同
じ

傾
向
で
す
？

地
方
で
は
若
者
が
働
け
る
場

所
が
少
な
い
の
で
す
。
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現
存
す
る
国
で
、
世
界
最
古
の
国

が
日
本
で
す
。

そ
の
次
が
デ
ン
マ
ー
ク
、
三
番
目
に

イ
ギ
リ
ス
で
す
。

日
本
は
二
千
七

百
年
、
デ
ン
マ
ー
ク
は
一
千
年
、
イ

ギ
リ
ス
は
九
百
年
、
ア
メ
リ
カ

は
二
百
三
十
年
、
フ
ラ
ン
ス
は

二
百
二
十
年
余
り
で
、
中
国

は
戦
後
の
六
十
六
年
で
す
。

な
ぜ
日
本
人
は
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
の

歴
史
を
重
ね
ら
れ
た
の
か
。

自
然
界
か
ら
の
災
害
や
試
練
、
は
っ

き
り
し
た
四
季
の
恵
み
の
中
か
ら
形

成
さ
れ
、
共
生
や
和
の
文
化
が
祖

先
の
体
内
に
育
ま
れ
た
も
の
で
す
。

民
が
国
家
へ
の
不
満
を
募
ら
せ
る

と
西
洋
に
見
る
国
民
の
反
乱
や
革

命
で
君
主
の
首
が
離
れ
た
。
従
い
防

備
の
城
壁
は
高
い
の
が
普
通
で
す
。

日
本
の
京
都
御
所
は
簡
単
に
越

え
ら
れ
る
。
誰
も
天
皇
を
な
く
そ
う

と
は
し
な
か
っ
た
の
で
す
。

す
な
わ
ち
国
民
本
位
の
政
治
を

行
っ
て
い
た
か
ら
防
備
は
必
要
が
な

い
の
で
す
。

国
が
守
ら
れ
た
の
は
、
「
神
風
」
で

は
な
く
先
人
達
の
努
力
と
知
恵
で

国
家
の
危
機
を
乗
り
超
え
て
き
た
の

で
す
。
国
民
が
努
力
し
な
い
限

り
、
神
風
は
吹
か
な
い
。

神
風
は
吹
く
も
の
で
は
な
く
吹

か
せ
る
も
の
で
す
。

嘘
で
固
め
た
政
治
が
、
民
の
た
め

国
民
の
た
め
の
政

権
か
真
摯
に
問
う

の
で
す
。


